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　令和２年７月豪雨災害において村内に甚大な災害が発
生し、被災された村民の皆様に心からのお見舞を申し上
げます。
　村内でお亡くなりになった方が一人として出なかった
ことが救いとなっております。避難をされた方も最大で、
総合体育館85世帯190名、林業センター 14世帯28名に上り、
自主避難所（５個所）にも避難されておられます。
　孤立集落も発生し６集落25世帯47人おられました。住
家の被害も174戸、うち全壊17戸、大規模半壊22戸、半壊
67戸に上ります。
　農業被災では水稲・たばこ・排水路・用水路・揚水機・農業機械や田畑など深刻な
被害が発生し、村道においては現在も通行止め区間もあり全地域において被災が発生
しています。
　去る７月13日に蒲島県知事・池田県議会議長、7月16日に田嶋副知事が来村され、村
長と共に治水対策や生活再建に向けた要望を行いました。全村民、新型コロナに苦し
んでおられる中、今後とも国・県と連携し、住まい問題・農業・商工・道路など生活
再建に向けた課題解決に執行部と共に議会一丸となり全力で取り組んでまいります。

（主な行事）

相良村戦没者追悼式（５月15日）

全国議長会（中止）（５月25 ～ 26日）

相良村議会臨時会（５月25日）

球磨郡町村議長会（５月28日）

相良村防災会議（６月２日）

相良村議会定例会（６月10 ～ 12日）

球磨郡町村議長会（６月17日）

県道相良人吉線（162号）監査（６月18日）

金子やすし代議士との意見交換会（６月21日）

被爆75周年核廃絶平和行政要請対応（６月22日）

議会全員協議会、永江内水排水路現場視察（６月23日）

令和2年熊本豪雨災害（７月４日）

蒲島熊本県知事災害視察来村対応（７月13日）

池田熊本県議会議長災害視察来村対応（７月13日）

球磨郡町村議長会（７月14日）

田嶋熊本県副知事災害視察来村対応（７月16日）

相良村森林組合通常総会（７月22日）

球磨郡町村議長会（８月11日）

議
長
報
告相良村議会議長

黒木  正照

田嶋副知事来庁

戦没者追悼式

蒲島熊本県知事災害視察来村対応
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６月定例会６月定例会

こんな事が決まりましたこんな事が決まりました
　令和２年第２回相良村議会臨時会が４月28日に招集され、専決７件、条例の制定及び一部改正４件、令和
２年度一般会計及び特別会計補正予算５件、同意１件が提案されました。慎重審議の結果、下記のとおり議
決しました。

○承認案・・・原案承認
　承認第２号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第10号）
　歳入歳出それぞれに４千612万６千円を減額し、総額33億７千690万１千円とする補正で、採決の結果、全
員賛成で承認しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

村 税 3億6,863万3千円 △15万円 3億6,848万3千円 環境性能割
地 方 譲 与 税 3,409万6千円 403万3千円 3,812万9千円 自動車重量譲与税他
利子割交付金 15万円 2万1千円 17万1千円 利子割交付金
配当割交付金 40万円 31万5千円 71万5千円 配当割交付金
株 式 等 譲 渡
所得割交付金 10万円 38万1千円 48万1千円 株式等譲渡所得割交付金

ゴルフ場利用税
交 付 金 500万円 25万5千円 525万5千円 チェリーゴルフ人吉コース

環境性能割交付金 80万円 21万6千円 101万6千円 環境性能割交付金
地 方 特 例 交 付 金 184万9千円 256万5千円 441万4千円 子ども・子育て支援臨時交付金
使 用 料 及
び 手 数 料 3,764万7千円 △1万3千円 3,763万4千円 総合体育館等使用料

国 庫 支 出 金 3億2,057万7千円 △328万1千円 3億1,729万6千円 プレミアム付商品券事業助成費他

県 支 出 金 2億7,1142千円 △160万4千円 2億6,953万8千円 球磨川水系防災・減災ソフト対策
事業補助金他

財 産 収 入 5,332万8千円 186万6千円 5,519万4千円 林産物売払い
寄 附 金 4,900万1千円 84万2千円 4,984万3千円 ふるさと寄附金
繰 入 金 1億5,642万7千円 △4,850万9千円 1億791万8千円 財政調整基金繰入金
諸 収 入 2,202万1千円 △306万3千円 1,895万8千円 プレミアム付商品券売上金他
歳 入 合 計 34億2,302万7千円 △4,612万6千円 33億7,690万1千円

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

議 会 費 5,884万7千円 △15万円 5,869万7千円 費用弁償
総 務 費 7億410万8千円 △1,179万円 6億9,231万8千円 ブランド構築事業業務委託他
民 生 費 8億5,070万7千円 △799万5千円 8億4,271万2千円 障害福祉サービス費他
衛 生 費 2億1,208万7千円 △447万円 2億761万7千円 予防接種委託他
農業水産業費 4億3,014万4千円 △238万1千円 4億2,776万3千円 間伐等森林整備送信対策事業他
商 工 費 2,972万5千円 △9万円 2,963万5千円 普通旅費他
土 木 費 4億1,205万9千円 △18万円 4億1,187万9千円 村道平原十島線道路改良工事他
消 防 費 1億6,063万円 △1,067万円 1億4,996万円 避難路確保事業測量設計他
教 育 費 2億7,707万8千円 △839万円 2億6,868万8千円 地域集会施設等整備事業補助金他
災 害 復 旧 費 1,587万6千円 △1万円 1,586万6千円 普通旅費
歳 出 合 計 34億2,302万7千円 △4,612万6千円 33億7,690万1千円
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

　承認第３号　令和元年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　承認第４号　令和元年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第５号）
　承認第５号　令和元年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第５号）
　承認第６号　令和元年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　承認第７号　相良村税条例等の一部を改正する条例の制定について
　承認第８号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
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６月定例会６月定例会
○条例議案・・・原案可決
　議案第36号　相良村木造住宅建設補助金交付条例の制定について
　議案第37号　相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第38号　相良村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第39号　相良村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

令和２年度相良村一般会計補正予算（肉付）令和２年度相良村一般会計補正予算（肉付）
4億7,994万6,000円を追加4億7,994万6,000円を追加

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第40号　令和２年度相良村一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれに4億7千994万6千円を追加し、総額32億7千228万4千円とする補正で、採決の結果、賛成
多数で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

国 庫 支 出 金 3億3,297万3千円 1,690万円 3億4,987万3千円 道路防災個別施設計画策定業務他

県 支 出 金 2億1,878万3千円 2,292万3千円 2億4,170万6千円 球磨川水系防災・減災ソフト対策
事業補助金他

財 産 収 入 1,330万2千円 50万円 1,380万2千円 道路占用料
繰 入 金 3千円 3億2,393万7千円 3億2,394万円 財政調整基金繰入金他
諸 収 入 1,051万1千円 288万6千円 1,339万7千円 熊本県市町村振興協会交付金他
村 債 6,530万円 1億1,280万円 1億7,810万円 臨時財政対策債他
歳 入 合 計 27億9,233万8千円 4億7,994万6千円 32億7,228万4千円

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

議 会 費 5,734万円 △35万1千円 5,698万9千円 共済費他
総 務 費 5億3,807万円 5,909万3千円 5億9,716万3千円 柳瀬石倉解体工事他
民 生 費 8億4,860万3千円 2,077万3千円 8億6,937万6千円 障害児保育事業補助金他
衛 生 費 2億2,941万4千円 1,853万8千円 2億4,795万2千円 簡易水道特別会計繰出金他
農業水産業費 2億9,048万円 1億4,155万3千円 4億3,203万3千円 林道夜狩尾線山腹対策工事他
商 工 費 586万5千円 3,308万9千円 3,895万4千円 さがら産業文化祭運営費補助金他
土 木 費 1億6,061万9千円 1億3,868万1千円 2億9,930万円 村道維持補修他
消 防 費 1億5,208万3千円 2,058万1千円 1億7,266万4千円 ホースポール新設工事他
教 育 費 2億3,553万2千円 4,797万6千円 2億8,350万8千円 学校給食費補助金他
災 害 復 旧 費 10万4千円 1万3千円 11万7千円 普通旅費
歳 出 合 計 27億9,233万8千円 4億7,994万6千円 32億7,228万4千円

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算・・・・原案可決
　議案第41号　令和２年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　議案第42号　令和２年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　議案第43号　令和２年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第44号　令和２年度相良村一般会計補正予算（第２号）
　（特別定額給付金給付事業による補正　4億3,639万円）

○同意・・・原案同意
　同意第７号　相良村教育長の任命について　（緒方俊一郎氏）
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各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山
中
村
西
本
市
岡
小
善
茂
吉
髙
岡 結果

承認第２号 専決第2号　令和元年度相良村一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第３号 専決第3号　令和元年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第4号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第４号 専決第4号　令和元年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第5号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第５号 専決第5号　令和元年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第5号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第６号 専決第6号　令和元年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第７号 専決第7号　相良村税条例等の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第８号 専決第8号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第36号 相良村木造住宅建設補助金交付条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議案第37号 相良村敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第38号 相良村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第39号 相良村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第40号 令和2年度相良村一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議案第41号 令和2年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第42号 令和2年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第43号 令和2年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第44号 令和2年度相良村一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同意第７号 相良村教育長の任命について 賛成８票、反対０票 同意

令和２年第３回相良村議会臨時会報告令和２年第３回相良村議会臨時会報告
新型コロナウイルス消費支援商品券事業を可決新型コロナウイルス消費支援商品券事業を可決

　令和２年第３回相良村議会臨時会が５月25日に招集され、条例の一部改正１件、令和２年度一般会計補正
予算１件が提案されました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○承認案・・・原案承認
　承認第９号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定について

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第45号　令和２年度相良村一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれに3千906万5千円を追加し、総額37億4千773万9千円とする補正で、採決の結果、全員賛
成で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

繰 入 金 3億2,394万円 3,906万5千円 3億6,300万5千円 財政調整基金繰入金
歳 入 合 計 37億867万4千円 3,906万5千円 37億4,773万9千円

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

農業水産業費 4億3,203万3千円 600万円 4億3,803万3千円 事業継続支援金

商 工 費 3,895万4千円 2,891万円 6,786万4千円 新型コロナウイルス消費支援商品
券交付事業他

災 害 復 旧 費 11万7千円 415万5千円 427万2千円 道路災害復旧事業測量設計業務委託
歳 出 合 計 37億867万4千円 3,906万5千円 37億4,773万9千円
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第２回臨時会
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各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山
中
村
西
本
市
岡
小
善
茂
吉
髙
岡 結果

承認第９号 専決第9号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第45号 令和2年度相良村一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年第４回相良村議会定例会報告令和２年第４回相良村議会定例会報告
　令和２年第４回相良村議会定例会が、６月10日から12日まで、３日間の会期で開催され、報告１件、条例
の一部改正３件、令和２年度一般会計及び特別会計の補正予算３件、同意10件が提案されました。慎重審議
の結果、原案のとおり可決及び同意しました。
　一般質問には７人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告
　報告第１号　令和元年度相良村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

○条例議案・・・原案可決
　議案第46号　相良村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第47号　相良村手数料条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第48号　相良村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第49号　令和２年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれに1億7千998万5千円を追加し、総額39億2千772万4千円とする補正で、採決の結果、全員
賛成で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

国 庫 支 出 金 7億8,626万3千円 6,836万8千円 8億5,463万1千円 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策地方創生臨時交付金他

県 支 出 金 2億4,170万6千円 1億393万1千円 3億4,563万7千円 林業・木材産業振興施設等整備事業補助金他
繰 入 金 3億6,300万5千円 658万1千円 3億6,958万6千円 財政調整基金繰入金
諸 収 入 1,339万7千円 110万5千円 1,450万2千円 ふるさと市町村圏基金取崩戻入
歳 入 合 計 37億4,773万9千円 1億7,998万5千円 39億2,772万4千円

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説　　明

総 務 費 10億3,355万3千円 1,179万8千円 10億4,535万1千円 柳瀬村有地利活用基本計画設計業務委託他

民 生 費 8億6,937万6千円 141万2千円 8億7,078万8千円 環境改善事業補助金他（新型コロナウイルス対策）

衛 生 費 2億4,795万2千円 376万円 2億5,171万2千円 感染症対策用品他（新型コロナウイルス対策）

農業水産業費 4億3,803万3千円 1億616万9千円 5億4,420万2千円 林業・木材産業振興施設等整備事業補助金他

商 工 費 6,786万4千円 776万円 7,562万4千円 人吉球磨観光地域づくり協議会負担金他
土 木 費 2億9,930万円 2,328万1千円 3億2,2581千円 橋梁詳細点検業務委託他

消 防 費 1億7,266万4千円 341万3千円 1億7,607万7千円 新型コロナウイルス感染対策用品（避難所・自主防災組織）
教 育 費 2億8,3508千円 2,239万2千円 3億590万円 新型コロナウイルス感染対策備品他
歳 出 合 計 37億4,773万9千円 1億7,998万5千円 39億2,772万4千円
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第３回臨時会
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６月定例会６月定例会
○特別会計補正予算・・・・原案可決
　議案第50号　令和２年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）
　議案第51号　令和２年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）

○同意・・・原案同意
　同意第８号　相良村農業委員会委員の任命について　（髙岡　重盛氏）
　同意第９号　相良村農業委員会委員の任命について　（岩坂　博行氏）
　同意第10号　相良村農業委員会委員の任命について　（永田　熊信氏）
　同意第11号　相良村農業委員会委員の任命について　（内元幸一郎氏）
　同意第12号　相良村農業委員会委員の任命について　（川邊美津子氏）
　同意第13号　相良村農業委員会委員の任命について　（渡邊　和夫氏）
　同意第14号　相良村農業委員会委員の任命について　（西田　義和氏）
　同意第15号　相良村農業委員会委員の任命について　（冨永　得治氏）
　同意第16号　相良村農業委員会委員の任命について　（宮原　清人氏）
　同意第17号　相良村農業委員会委員の任命について　（平川真由美氏）

各議員の審議結果
件　　　　　　　名 福

田
梅
山
中
村
西
本
市
岡
小
善
茂
吉
髙
岡 結果

議案第46号 相良村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第47号 相良村手数料条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第48号 相良村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号 令和2年度相良村一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第50号 令和2年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第51号 令和2年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同意第8号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成７票、反対０票　※1 同意

同意第9号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

同意第10号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

同意第11号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

同意第12号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成６票、反対２票 同意

同意第13号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成６票、反対２票 同意

同意第14号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

同意第15号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

同意第16号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成７票、反対１票 同意

同意第17号 相良村農業委員会委員の任命について 賛成８票、反対０票 同意

※1　同意第8号は髙岡議員の一身上に関する案件のため、本人は採決に加わらない。

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第４回定例会

相良村議会　12月定例会のお知らせ
12月定例会は、12月上旬の開催予定です。

インターネット録画映像（翌々日から見られます）
　相良村議会では、インターネット上において、議会ライブ中継と映像の録画配信を実施しています。
　本会議日の（※）翌々日17時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成23年以降の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

相良村ホームページ　https://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村公式ウェブサイト　>　議会中継システム（村政情報）

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）
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ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
今回は議長を除く７名の議員が登壇した。今回は議長を除く７名の議員が登壇した。

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… 9ページ

☆税の徴収について
☆新型コロナウイルス感染拡大による本村の小中学校の対策について
☆ALTの業務内容は
☆国道44号改良工事は

●茂吉　隆典 議員 ……………………………………………………………………………… 10ページ

☆村長所信表明の件

●中村　重道 議員 ……………………………………………………………………………… 11ページ

☆村選挙管理委員会が行った村長選挙の点検について
☆相良ファームの加工施設、農機具について

●小善　満子 議員 ……………………………………………………………………………… 12ページ

☆相良村総合計画について
☆相良村の地域おこし協力隊について

●髙岡　重盛 議員 ……………………………………………………………………………… 13ページ

☆基幹産業の育成について

●西本巳喜男 議員 ……………………………………………………………………………… 14ページ

☆石倉について
☆新型コロナウイルス感染症対策について

●梅山　　弘 議員 ……………………………………………………………………………… 15ページ

☆四浦地区振興策について
☆川辺・永江・深水地区振興策について
☆柳瀬地区振興策について

☆の質問を掲載しています。
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一 般 質 問

市岡　智惠 議員

の

を

に

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

がが
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

ここ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

令
和
2
年
度
に
お
け
る
村
税

の
課
税
状
況
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
の
分
析
は
。

令
和
2
年
度
の
村
税
予
算

額
の
総
額
は
３
億
７
、８
０
０
万
円
程
で
、

前
年
と
比
べ
て
２
、２
０
０
万
円
程
増
加

し
て
い
る
。
増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
は

固
定
資
産
税
。
そ
の
中
で
も
牧
場
の
畜
舎

や
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
要
因
に
家

屋
と
償
却
資
産
が
増
え
て
い
る
。

各
税
目
の
未
納
額
は
。

概
算
で
、
村
民
税
１
、０
１

０
万
円
、
固
定
資
産
税
２
、４
１
０
万
円
、

軽
自
動
車
税
１
８
０
万
円
、
国
民
健
康
保

険
税
５
４
０
万
円
。

徴
収
率
向
上
を
図
る
た
め
、

今
年
度
の
徴
収
対
策
・
課
題
は
。

高
額
困
難
案
件
に
、
よ
り
一

層
、
力
を
注
ぎ
た
い
。
安
易
に
不
納
欠
損

を
出
さ
な
い
よ
う
執
行
停
止
要
綱
を
順
守

し
、
県
の
指
導
を
受
け
１
つ
１
つ
の
案
件

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
課
税
の
取

り
扱
い
は
。

軽
自
動
車
税
で
課
税
を
す
る

よ
う
見
直
し
を
し
て
い
る
。

6
月
1
日
か
ら
の
授
業
再
開

に
向
け
、生
活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
た
め
、

分
散
登
校
等
に
よ
り
準
備
を
し
て
き
た
。

現
在
は
手
洗
い
を
徹
底
し
、
3
密
を
避
け

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
授
業
を
行
な
っ

て
い
る
。
各
家
庭
で
も
登
校
時
・
帰
宅
後

の
健
康
観
察
を
お
願
い
し
て
い
る
。

運
動
会
、
修
学
旅
行
、
文
化

祭
等
の
学
校
行
事
、夏
休
み
期
間
の
短
縮
は
。

修
学
旅
行
・
集
団
宿
泊
等

は
延
期
や
計
画
変
更
も
あ
る
。
５
月
実
施

予
定
の
中
学
校
体
育
祭
は
９
月
13
日
へ
変

更
、
南
北
小
学
校
の
運
動
会
は
予
定
通
り

9
月
末
の
実
施
。
夏
休
み
は
、
授
業
時
間

確
保
の
た
め
、
８
月
８
日
か
ら
８
月
23
日

ま
で
で
連
年
に
比
べ
て
非
常
に
短
い
期
間

と
な
る
。

今
後
の
様
々
な
問
題
や
課
題

に
向
け
て
の
取
り
組
み
や
対
応
は
。

南
小
学
校
は
第
３
週
に
１

回
、
第
４
週
に
２
回
、
第
５
週
に
３
回

の
登
校
。
北
小
学
校
は
第
３
週
に
１
回
、

第
４
週
に
２
回
、
第
５
週
は
毎
日
給
食

を
食
べ
下
校
。
中
学
校
は
５
月
の
連
休

明
け
、
第
２
週
、
第
３
週
は
各
１
回
、

第
４
週
は
２
回
、
第
５
週
は
全
員
登
校
。

ク
ラ
ス
を
２
つ
に
分
け
少
人
数
に
よ
る

短
縮
授
業
、
給
食
後
に
下
校
と
し
た
。

各
校
と
も
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
で

感
染
防
止
を
図
り
、
給
食
は
生
徒
も
先

生
も
前
を
向
い
て
食
事
。
月
を
追
う
ご

と
に
、
ち
ゃ
ん
と
授
業
を
受
け
る
体
制

が
整
っ
て
き
て
い
る
。
授
業
中
に
エ
ア

コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
節
、
休
み
時
間

は
窓
を
開
け
空
気
を
入
れ
替
え
、
机
の

距
離
を
離
し
３
密
を
避
け
る
な
ど
配
慮

し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
20
名
く
ら
い
の

定
員
に
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
教
育
を

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
小
中
学
校
の
活

動
は
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

は
、
南
北
小
学
校
に
配
属
し
、
小
学
校
の

外
国
語
指
導
の
補
助
、
国
際
理
解
教
育
の

補
助
、
児
童
生
徒
の
課
外
活
動
へ
の
参
加

及
び
協
力
、
外
国
語
教
育
教
材
の
作
成
補

助
。
南
北
小
学
校
に
週
2
回
勤
務
、
村
内

の
保
育
園
に
週
1
回
2
時
間
程
度
、
ゲ
ー

ム
、
歌
等
の
活
動
を
通
し
て
英
語
指
導
を

し
て
い
る
。

県
へ
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
村
会
の
要
望
等
、
村
長
と
し

て
、
県
に
直
接
要
望
し
て
い
き
た
い
。

税
の
徴
収
に
つ
い
て
。

高
額
困
難
案
件
に
、
よ
り
一
層
、

力
を
注
ぎ
た
い
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
業
務
内
容
は
。

色
々
な
活
動
を
通
し
て
英
語
指

導
を
し
て
い
る
。

国
道
４
４
５
号
改
良
工
事
は
。

県
に
直
接
要
望
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
本
村
の
小
中
学
校
の

対
策
は
。

３
密
を
避
け
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
。

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

税
務
課
長

税
務
課
長

税
務
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

税
務
課
長

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

村
長



　2020.9.10　第44号 10

一 般 質 問

村
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

村
長
の
所
信
表
明
に
つ
い

て
小
規
模
農
家
の
特
色
を
生
か
し
た
連

携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
私
も
、
大
型
特

殊
が
必
要
に
な
り
大
型
の
導
入
の
お
金

が
大
変
、
高
齢
者
で
は
簡
単
に
は
お
金
も

借
り
れ
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
。
農
家
だ

け
で
な
く
高
齢
化
が
来
て
い
ま
す
。
小
規

模
農
家
に
対
し
て
村
長
に
伺
い
ま
す
。

丁
寧
な
仕
事
が
出
来
る
の
は
小

規
模
農
家
。
集
め
た
ら
大
き
な
販
売
力
に

な
る
小
規
模
農
家
に
は
補
助
が
無
い
と

の
事
で
す
が
、
認
定
農
家
も
あ
り
ま
す
が

小
規
模
農
家
が
ま
と
ま
っ
て
生
産
組
合

や
協
同
で
、
村
や
県
も
補
助
が
あ
り
小
規

模
農
家
こ
そ
日
本
の
農
業
だ
と
思
う
。

規
模
拡
大
と
か
共
同
化
も

良
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
難
し
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
何
ら
か
の
手
助

け
、
助
言
援
助
か
何
ら
か
の
形
で
今
後
考

え
て
頂
け
れ
ば
。
農
業
振
興
に
つ
い
て
私

も
熊
本
の
市
場
と
連
携
し
て
白
ネ
ギ
、
カ

ボ
チ
ャ
も
作
っ
て
み
ま
し
た
が
、
高
齢
化

に
は
勝
て
な
い
。
川
辺
川
の
清
流
で
育
て

た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
か
今
後
に

期
待
し
た
い
。

農
業
は
年
齢
で
は
な
い
と
こ
の

頃
思
い
ま
し
た
。
や
る
気
が
あ
る
人
は
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
農
協
の
営
農
と

か
村
の
担
当
も
含
め
技
術
者
を
講
師
に

招
い
て
指
導
も
し
て
頂
き
た
い
。

出
荷
場
所
も
Ｊ
Ａ
相
良
支

所
が
錦
選
果
場
に
持
ち
込
み
で
変
更
、
車

が
い
る
。
今
後
の
問
題
で
す
。
農
業
用
水

の
飛
行
場
用
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
が
何
箇

所
か
あ
り
ま
す
が
特
に
取
入
口
を
少
し

ず
つ
で
も
改
良
出
来
な
い
か
。
県
に
も
要

望
は
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
を
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

川
辺
川
利
水

事
業
の
関
係
で
全
然

工
事
を
し
て
い
な
い
、

先
延
ば
し
に
な
っ
て

い
る
。
県
の
課
長
に

要
望
、
県
の
個
別
施

設
計
画
策
定
案
件
に

載
せ
て
あ
る
河
川
が

県
の
管
理
区
間
で
あ

り
水
門
、
取
入
れ
口

も
有
効
に
出
来
る
か

と
思
っ
て
い
る
。
先
に
つ
い
て
は
随
時
、

修
理
、
修
繕
、
改
修
等
し
て
い
く
考
え
。

棚
葉
瀬
の
川
か
ら
水
を
上
げ
る
の
で
砂
、

石
等
に
よ
る
故
障
も
す
る
訳
で
、
飛
行
場

用
水
路
か
ら
だ
と
電
気
料
が
安
く
て
済

む
。
た
だ
下
流
域
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
様

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

実
は
前
々
村
長
さ
ん
も
計

画
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、
ダ
ム
か
ら
安
い

水
が
来
る
か
ら
い
ら
な
い
と
意
見
が
出

て
そ
れ
で
終
わ
っ
た
。

川
辺
川
の
清
流
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て清

流
日
本
一
、
川
辺
川
の
里
相
良

村
そ
れ
で
農
産
物
・
林
産
物
を
少
し
ず
つ

で
も
販
売
力
を
つ
け
た
い
。
清
流
川
辺
川

の
里
・
相
良
村
の
物
産
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

力
を
つ
け
た
い
。

ネ
ギ
は
私
達
が
熊
本
の
市

場
か
ら
指
導
頂
き
相
良
藩
ネ
ギ
の
出
荷

箱
に
河
童
の
マ
ー
ク
を
使
う
許
可
を
頂

い
た
。
こ
れ
は
前
々
々
村
長
さ
ん
が
考
案

さ
れ
夫
婦
橋
に
も
河
童
夫
婦
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
き
れ
い
な
水
で

育
っ
た
野
菜
・
米
も
、
だ
か
ら
こ
そ
美
味

し
い
ん
だ
と
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

茂吉　隆典 議員

小
規
模
農
家
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
・
利
水
問
題
も
。

小
規
模
農
家
で
も
集
め
た
ら
大

き
な
販
売
力
に
な
る
。
水
路
の

改
善
も
考
え
た
い
。

ＱＡ茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村
長

村
長

村
長

村
長

四浦六藤の取水口
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選
挙
管
理
委
員
会
が
行
な
っ
た
村
長
選
挙

の
点
検
に
つ
い
て

無
効
票
点
検
の
際
の
委
員

会
の
経
費
と
再
点
検
を
実
施
す
る
に
至

る
ま
で
の
委
員
会
の
協
議
の
費
用
、
ま
た

両
陣
営
の
立
会
人
を
含
む
約
30
人
で
の

再
点
検
の
際
に
か
か
っ
た
経
費
と
時
間

を
お
尋
ね
し
た
い
。

総
額
で
い
い
ま
す
と
28
万

６
、２
３
６
円
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
内

訳
と
し
て
委
員
会
報
酬
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
会
議
と
再
点
検
の
当
日
の
費
用

13
万
２
０
０
円
、
再
点
検
事
務
従
事
者
の

時
間
外
勤
務
手
当
が
10
万
８
３
６
円
、
管

理
職
特
別
勤
務
手
当
が
６
、０
０
０
円
、

再
点
検
時
の
立
会
人
等
の
費
用
弁
償
が

4
万
９
、２
０
０
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

30
万
か
か
ら
な
い
く
ら
い

の
金
額
で
ご
ざ
い
ま
す
が
色
ん
な
事
が

新
聞
沙
汰
に
な
り
、
色
ん
な
面
で
相
良

村
が
評
判
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
再
点

検
で
4
票
の
差
で
す
よ
。
私
に
し
て
み
れ

ば
12
年
間
職
を
共
に
し
て
き
た
職
員
で

す
。
選
挙
管
理
委
員
会
は
議
会
も
任
命
責

任
が
あ
っ
て
可
決
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
は
な
い
と
私
は
信
じ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
正
常
な
選
挙
管
理
委

員
会
の
立
場
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

相
良
フ
ァ
ー
ム
の
加
工
施
設
、
農
機
具
に

つ
い
て

前
村
長
の
12
月
議
会
の
答

弁
で
来
年
4
月
に
は
相
良
フ
ァ
ー
ム
は

再
稼
働
す
る
と
、
県
と
会
社
と
一
緒
に
話

し
合
い
を
し
た
か
ら
進
め
ま
す
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
何
も
進
ん
で
お
り

ま
せ
ん
。
県
、
会
社
、
村
と
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
な
ど
、
ど
う
な
さ
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
た
い
。お

っ
し
ゃ
る
通
り
4

月
の
再
開
を
目
指
し
て
社
長
も
2
月
に

来
て
も
ら
い
話
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
現
在
の
状
況
で
再
開
の
目
途
は
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
村
長
も
変
わ
り
ま
し
た

の
で
新
し
く
協
議
の
場
を
設
け
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
言
い

訳
の
種
に
な
っ
た
か
と
私
は
思
っ
て
お

り
ま
す
。
再
稼
働
す
る
な
ら
で
す
ね
、
シ

ル
バ
ー
さ
ん
等
に
頼
ん
で
除
草
し
て
も

ら
い
、
校
庭
も
草
ぼ
う
ぼ
う
で
す
し
、
ト

ラ
ッ
ク
の
保
冷
車
も
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
あ
り
ま
す
。
見
苦
し
い
で
す
。
相
良

フ
ァ
ー
ム
の
看
板
も
あ
り
ま
す
。
相
良
村

が
誘
致
し
た
会
社
で
す
の
で
そ
う
い
う

事
も
気
付
け
て
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
12
月
の
答
弁
で
前
村

長
は
契
約
期
間
も
切
れ
る
か
と
い
う
話

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。無

償
の
賃
貸
契
約
が

平
成
30
年
12
月
15
日
に
期
間
満
了
し
て

お
り
ま
す
。
今
度
は
有
償
契
約
の
依
頼
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ず
平
成
30
年

の
契
約
期
間
満
了
の
前
に
有
償
契
約
の

依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
令
和

元
年
10
月
29
日
に
再
度
契
約
依
頼
、
そ
れ

か
ら
最
後
に
な
り
ま
す
が
令
和
2
年
3

月
9
日
に
再
度
の
契
約
依
頼
と
い
う
こ

と
で
申
し
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
契
約
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

中村　重道 議員

村
長
選
挙
の
再
点
検
に
か
か
っ

た
経
費
を
お
尋
ね
し
た
い
。

総
額
28
万
６
、２
３
６
円
で
す
。

相
良
フ
ァ
ー
ム
の
再
稼
働
が
進

ん
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も
あ
り
話
合
い
再
開
の
め
ど

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

肥後相良ファーム（旧北小体育館）
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令
和
２
年
度
の
総
合
計
画

に
生
活
学
習
の
推
進
と
し
て
、
中
学
生
対

象
の
海
外
研
修
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
計
画
を
実

施
す
る
予
定
で
す
か
。

教
育
委
員
会
、
村
長
と
協
議

の
上
、
収
束
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
、
抗
議
デ
モ
の
激
化
等
、
生

徒
の
安
全
を
考
慮
し
、
今
の
と
こ
ろ
実
施

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
任
用
し

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
通

じ
て
、
英
語
を
使
う
機
会
を
増
や
し
た
り

言
語
や
世
界
の
文
化
に
繋
が
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

事
業
計
画
に
よ
る
と
、
石
倉

整
備
事
業
の
調
査
設
計
解
体
用
地
改
修

に
つ
い
て
は
今
年
度
は
計
画
さ
れ
て
い

な
い
が
、
解
体
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
予

算
は
議
会
は
認
め
て
お
り
ま
す
。
計
画
は

な
い
の
に
予
算
計
上
し
た
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
策
定
分
が
あ
り
ま
す
。
前
村
長

の
政
策
等
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。
新
村
長

の
政
策
的
な
も
の
、
肉
付
け
予
算
を
認
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
分

が
ま
だ
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状

況
で
す
。
令
和
2
年
度
に
つ
き
ま
し
て
の

石
倉
整
備
に
つ
い
て
は
３
０
０
万
ほ
ど

計
上
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
前
村
長
時
代
の
計
画
で
あ
り
ま
す

の
で
、
見
直
し
の
際
に
は
、
今
年
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
予
算
で
見
直
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
遊
漁
券

に
つ
い
て
は
事
業
所
を
通
さ
ず
に
村
と

納
税
者
に
お
い
て
、
や
り
取
り
出
来
る
わ

け
で
す
か
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
特
別
に
手
数

料
を
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

遊
漁
券
に
つ
い
て
は
、
球
磨

川
漁
協
さ
ん
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

球
磨
川
漁
協
さ
ん
の
方
か
ら
寄
付
さ
れ

た
方
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
球
磨

川
漁
協
さ
ん
の
方
に
は
払
い
ま
せ
ん
。
今

ま
で
通
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
る
業
者
さ
ん
に
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
東
京
か
ら
意
欲
を
持
っ
て
こ
ら
れ
た

方
が
3
年
の
任
期
も
待
た
ず
に
退
職
さ

れ
た
事
は
、
相
良
村
に
馴
染
め
な
か
っ
た

の
か
、
職
場
環
境
が
自
分
が
活
躍
で
き
な

い
よ
う
な
場
だ
っ
た
の
か
、
意
欲
を
失
っ

て
退
職
さ
れ
た
こ
と
は
相
良
村
に
住
み

に
く
い
環
境
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
心
当
た
り
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

直
接
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん

が
、
も
っ
と
自
由
に
仕
事
が
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
り
、
役
場
組
織
、
雰
囲
気

に
馴
染
め
な
か
っ
た
よ
う
な
話
は
人
づ

て
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
相
良
村
を
嫌
い

に
な
っ
て
出
て
い
く
ん
で
は
な
い
と
聞

い
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
良
村
は
好
き
だ
け
ど
、
自

分
の
や
り
た
い
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、
制
約
を
与
え
ら
れ
る
。
活
動
し
よ
う

と
し
て
も
、
制
約
、
制
約
で
自
由
に
仕
事

が
で
き
な
い
目
配
り
、
気
配
り
が
足
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
村
民
を
対
象
に
フ
ラ
ン
ス
行
き

を
実
施
し
ま
し
た
ね
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス

語
も
し
ゃ
べ
れ
る
の
に
、
随
行
者
と
し
て

彼
女
を
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
。
ど
な
た

の
意
見
で
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
の
か
。

前
村
長
の
判
断
で
連
れ
て

行
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

前
村
長
は
、
自
分
が
行
か

な
く
な
っ
た
旅
費
30
万
円
、
村
は
損
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り
に
行
く
こ
と

も
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
ね
。
自

分
の
代
わ
り
に
彼
女
に
フ
ラ
ン
ス
行
を

認
め
た
と
し
た
ら
、
旅
費
も
無
駄
に
な
ら

ず
に
、
彼
女
も
相
良
村
に
留
ま
っ
た
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
随
行
者
と
し
て
研
修
の

結
果
、
様
々
な
点
で
村
民
の
役
に
立
つ
彼

女
が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。
当

時
の
係
長
の
感
想
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
彼
女
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
加
わ
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
彼
女

な
り
の
社
交
性
と
感
性
を
活
か
し
て
、
よ

り
効
果
的
な
成
果
を
得
ら
れ
た
可
能
性

は
高
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
ワ
イ
ン
づ
く

り
で
有
名
で
す
。
相
良
村
の
休
耕
地
を

利
用
し
て
ぶ
ど
う
を
作
り
相
良
村
の
ワ

イ
ン
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
。う

ち
は
清
流
川
辺
川
が
あ
り
ま

す
。
ワ
イ
ン
と
い
え
ば
水
が
必
要
で
す
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
ゆ
め
の
あ
る
事
業
で

す
の
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

小善　満子 議員

総
合
計
画
に
中
学
生
対
象
の
海

外
研
修
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が

実
施
の
予
定
は
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
抗

議
デ
モ
の
激
化
等
、
生
徒
の
安

全
を
考
慮
し
、
実
施
し
な
い
。

石
倉
整
備
に
つ
い
て
は
前
村
長

の
時
代
の
計
画
。
新
村
長
の
政

策
的
見
直
し
の
際
に
は
、
今
年

の
予
算
に
計
上
。

今
年
度
総
合
計
画
に
な
い
、

石
倉
整
備
事
業
に
関
し
て
議

会
で
は
、
石
倉
解
体
事
業
費

６
４
８
万
2
千
円
の
予
算
を
可

決
し
た
が
。

先
日
の
新
聞
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
2
万
7
千
円
納
入
し
た
ら

遊
漁
券
の
返
礼
品
に
つ
い
て
。

寄
附
金
の
3
割
以
内
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
8
千
円
の
年
間

遊
漁
券
を
返
礼
品
と
し
て
お
渡

し
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
退
職

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

相
良
村
を
嫌
い
に
な
っ
た
訳
で

は
な
い
。

ワ
イ
ン
に
よ
る
相
良
村
の
ブ
ラ

ン
ド
化
は
。

ゆ
め
の
あ
る
事
業
で
す
の
で
検

討
す
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長（
当
時
の
企
画
係
長
）

村
長

Ａ
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選
挙
公
約
の
基
幹
産
業
育
成
に
つ
い
て

大
規
模
農
家
、
小
規
模
農
家

の
特
色
を
活
か
し
た
連
携
に
よ
る
農
業

の
振
興
、
所
得
の
向
上
を
図
る
と
は
具
体

的
に
ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
。手

の
か
か
る
作
物
は
所
得
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
、
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
も

あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
が
勧
め
て
い
る
ズ
ッ
キ
ー

ニ
等
が
あ
る
の
で
既
存
の
農
家
を
ど
う

や
っ
て
支
え
て
い
く
か
を
含
め
て
早
急

に
進
め
た
い
。
い
い
知
恵
が
あ
れ
ば
教
え

て
頂
き
た
い
。

所
得
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

流
通
、
販
売
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
村

長
と
し
て
Ｊ
Ａ
と
流
通
の
協
議
や
販
売

等
に
つ
い
て
農
家
販
売
所
の
充
実
を
図

る
考
え
は
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
か
。

清
流
川
辺
川
の
里
、
相
良
村
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
認
識
し
て
頂
い
て
、
地

道
で
も
先
へ
進
む
販
路
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
が
お
い
で
に
な
れ
ば
そ
の
方
向
に

進
め
て
い
き
た
い
。

柳
瀬
平
原
地
区
に
あ
る
Ｊ

Ａ
農
協
の
コ
メ
倉
庫
あ
た
り
に
農
家
販

売
所
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
建
設
計

画
は
さ
れ
な
い
の
か
。

色
ん
な
建
物
を
作
っ
て
し
ま
え

ば
、
そ
れ
だ
け
維
持
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
ま
ず
は
様
子
を
見
て
行
政
と

し
て
の
や
り
方
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
計

画
を
議
員
に
説
明
を
し
て
そ
の
中
で
意

見
を
聞
き
な
が
ら
直
し
て
進
め
る
考
え

で
あ
る
。

農
業
用
水
路
の
整
備
改
修
に
つ
い
て

農
業
用
水
路
の
整
備
改
修
に

つ
い
て
、
飛
行
場
水
路
、
川
辺
水
路
、
柳

瀬
西
、
東
溝
を
ど
の
様
な
構
想
と
優
先
順

位
を
持
っ
て
修
理
、
改
修
を
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

川
辺
川
利
水
事
業
関
係
で
延
び

延
び
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
所
を
精
査
し
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
土
地
改
良
区
の
方
に
補
助

を
し
た
形
で
県
営
で
出
来
る
分
は
県
営

で
村
負
担
分
は
村
負
担
で
議
員
の
理
解

の
上
で
進
め
て
行
き
た
い
。

高
原
台
地
の
ふ
る
さ
と
農
道
建
設
に
つ
い
て

選
挙
公
約
の
中
で
第
2
ふ

る
さ
と
農
道
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
第
2
農
道
建
設
は
出
来
る
の
か
。

第
1
ふ
る
さ
と
農
道

の
そ
の
奥
の
防
風
林
と
台
地

の
直
線
の
農
道
、
そ
の
谷
の

所
を
下
り
て
曲
が
っ
て
い
る
。

そ
の
辺
り
を
ま
っ
す
ぐ
に
し

て
第
2
農
道
を
作
り
、
宮
崎

牧
場
の
川
沿
い
の
方
か
ら
起

点
と
し
て
出
来
る
よ
う
に
努

力
し
ま
す
。

髙岡　重盛 議員

農
家
所
得
の
向
上
に
農
家
販
売

所
は
。

地
道
に
販
路
拡
大
を
図
り
た
い
。

ＱＡ髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

飛行場水路に対する用水状況（２ヶ所　５台）
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石
倉
に
つ
い
て６

月
５
日
の
入
札
結
果
に

つ
い
て
、
新
聞
に
早
速
出
て
お
り
ま
し

た
。
価
格
が
２
５
０
万
円
。
予
定
価
格
は

設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。

比
較
と
す
る
予
定
価
格
は

設
定
さ
れ
て
い
た
。

一
社
だ
け
の
応
札
で
不
落

に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

１
２
５
万
円
の
予
定
価
格
を
つ

け
て
入
札
し
た
。
倍
で
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
８
月
７
日
ま
で
で
す
ね
。
次
に
、

保
存
活
用
を
求
め
る
要
望
書
を
解
体
予

算
決
定
後
、
２
度
出
し
て
い
る
が
ど
う
思

わ
れ
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
の
問
題
と

か
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
私
は
先
に
進
む
。

住
民
説
明
会
を
早
急
に
開

催
し
て
下
さ
い
と
申
し
出
て
い
る
が
、
す

ぐ
実
行
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。
昨
日
の

一
般
会
計
予
算
の
補
正
の
と
こ
ろ
で
、
財

政
調
整
基
金
を
使
っ
て
学
生
と
村
外
に

出
て
い
る
学
生
等
あ
た
り
に
給
付
金
と

し
て
早
く
、
そ
れ
も
大
鉈
を
振
る
よ
う
な

形
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て

頂
き
た
い
と
言
っ
た
。
村
長
は
解
体
に

つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
入
札
、
落

札
、
２
５
０
万
円
で
売
れ
ま
し
た
と
言
わ

れ
た
。
こ
う
い
う
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
で

や
っ
た
ら
困
る
ん
で
す
よ
。
こ
う
い
う
石

倉
は
、
ス
ピ
ー
ド
は
ス
ロ
ー
で
い
い
。
心

か
よ
う
村
づ
く
り
を
す
る
な
ら
ば
、
石
倉

を
整
備
し
て
、
そ
れ
を
核
と
す
る
よ
う
な

拠
点
施
設
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
は
村
民
の
総
意
で
あ
る
。

西
本
議
員
の
意
見
も
一
部
の
意
見
で
あ

る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

４
月
22
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
村
長
及
び
議
員
の
報
酬
カ
ッ
ト

の
案
を
申
し
出
ま
し
た
。
こ
う
い
う
コ
ロ

ナ
感
染
が
蔓
延
し
て
長
期
化
す
る
中
に
、

村
長
に
お
か
れ
て
は
二
割
カ
ッ
ト
の
一
年

間
、
私
共
議
員
に
つ
い
て
は
一
割
カ
ッ
ト

の
一
年
間
、
来
年
４
月
の
改
選
ま
で
と
。

町
村
会
議
も
再
三
あ
り
ま
し
た
。

す
で
に
各
町
村
長
の
中
に
は
報
酬
カ
ッ

ト
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
れ
て
い
る
町
村
長
が

多
い
の
で
、
そ
れ
に
加
え
て
カ
ッ
ト
す
る

と
、
町
村
間
の
整
合
性
が
取
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
統
一
カ
ッ
ト
は
も
う
し
な
い

と
い
う
こ
と
。村

長
、
私
達
議
員
が
村
民
に

対
し
て
身
銭
を
切
る
思
い
を
示
す
べ
き

と
考
え
る
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
自
分

た
ち
は
報
酬
減
額
に
は
当
た
ら
な
い
、
そ

し
て
財
政
調
整
基
金
を
使
っ
た
と
こ
ろ

で
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
券
が
発
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
ど
も
の
腹
は
痛
ま
な
い
の
で

す
。
や
っ
ぱ
り
、
私
ど
も
が
腹
を
痛
め
て

村
民
の
痛
み
を
分
か
ち
合
え
る
、
分
か
る

よ
う
な
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
考
え
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ

で
す
。

西本巳喜男 議員

石
倉
を
整
備
し
て
拠
点
施
設
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
は
村
民
の
総
意
。
解
体
の

方
向
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

村
長
・
議
員
の
報
酬
の
カ
ッ
ト

を
。

各
町
村
長
の
統
一
カ
ッ
ト
は
も

う
し
な
い
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

村
長

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

柳瀬石倉解体状況（８月７日撮影）
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令
和
元
年
6
月
定
例
で
、
4

メ
ー
ト
ル
材
と
6
メ
ー
ト
ル
材
の
調
査

し
格
段
の
収
入
差
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
又
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し

て
の
活
用
、
枝
線
の
新
設
等
搬
出
経
費
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

前
村
長
は
必
要
性
の
な
い
こ
と
だ
と
、
一

言
で
否
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案
件
、
現

在
保
留
さ
れ
て
い
る
の
か
。
廃
棄
さ
れ
て

い
れ
ば
い
ま
一
度
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

基
幹
林
道
に
つ
い
て

は
、
現
村
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
改
め
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

制
度
、
法
律
、
清
流
川
辺
川
を
ブ
ラ
ン
ド

化
す
る
当
村
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い

制
度
、
法
律
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
情
報
を
集
約
し
活

用
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
ま
で
に
創
立
さ
れ
た

り
、
成
立
し
た
法
律
を
活
用
し
当
村
の
有

形
固
定
資
産
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し

た
前
政
権
の
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
ね
。
現
在
、
野
外
生
活
に
い
そ
し
む
こ

と
が
あ
ま
り
な
い
子
供
た
ち
に
家
族
と

と
も
に
自
然
の
恵
み
、
自
然
の
中
で
の
生

活
の
楽
し
み
を
与
え
夢
を
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
藤
田
地
区
の
地
形
を
利
用

し
た
村
の
活
性
化
を
図
る
計
画
が
で
き

な
い
も
の
か
。
例
え
ば
や
な
場
と
か
。

や
な
場
に
つ
い
て
は
、
漁
業
権

の
問
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
も
し
作
る
な
ら

相
良
村
、
川
辺
川
に
造
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

毎
年
、
上
川
辺
地
区
の
川

辺
川
に
隣
接
す
る
農
地
が
、
豪
雨
の
際

流
木
等
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
雨
宮
神
社
周
辺
で
は
、
川
辺
川
と
新

曽
谷
川
に
よ
る
増
水
で
水
没
す
る
農
地
、

棚
場
瀬
地
区
の
水
田
の
水
没
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
こ
十
数
年
何
ら
対
策
が
取
ら
れ

て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

ダ
ム
促
進
協
議
会
に
外
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
も
加
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
国
、
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し

目
に
見
え
る
形
で
お
願
い
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
の
石
倉
で
の
署
名
が
一

部
の
方
で
実
行
さ
れ
た
が
、
近
隣
住
民
の

声
を
お
聞
き
し
た
ら
石
倉
保
存
で
の
署

名
で
は
な
か
っ
た
と
の
声
が
多
数
聞
か

れ
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
の
石
倉
、
人
吉
球

磨
の
石
倉
を
視
察
し
お
話
を
聞
い
て
き

ま
し
た
。
維
持
管
理
費
、
光
熱
費
が
多
額

な
の
か
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
又
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
大
学
教
授
も
補

強
費
用
費
が
多
額
で
地
盤
も
悪
い
、
安
全

性
も
低
い
と
は
っ
き
り
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
新
聞
等
に
投
稿
さ
れ
る
の
は
ご
自
由

で
す
が
、
ご
自
身
の
足
で
赴
き
、
ご
自
身

の
目
で
見
て
、
ご
自
身
の
耳
で
現
状
を
把

握
さ
れ
、
な
お
か
つ
村
の
財
政
を
把
握
さ

れ
て
の
投
稿
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で

敬
意
を
払
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
無
責
任
な
投
稿
は
控
え
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
当
時
の
議
会

が
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
無
計
画
な
買
収

を
認
め
た
の
は
議
会
に
も
責
任
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
今
、
厳
し
い
目
で
判
断
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

様
々
な
石
倉
を
見
て
い
た
だ
い

て
、
そ
の
結
果
を
説
明
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
た
め
地
区
の

村
民
の
皆
様
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
を
吟
味
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

梅山　　弘 議員

平
成
30
年
6
月
に
議
決
案
と
し

て
案
件
「
四
浦
基
幹
作
業
道
」

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
又
、

再
び
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

現
村
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
提
出
の

必
要
性
は
な
い
。

平
成
21
年
度
設
立
さ
れ
た
、
か

わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
、
平

成
26
年
6
月
に
成
立
し
た
内
水

面
漁
業
の
活
用
は
。

当
村
で
は
活
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

川
辺
、
永
江
・
深
水
地
区
の
水

害
対
策
は
。

国
、
県
に
強
く
要
望
し
目
に

見
え
る
形
で
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

柳
瀬
地
区
の
振
興
計
画
は
。

予
算
可
決
後
、
直
ち
に
青
写

真
を
作
成
し
住
民
説
明
会
を
。

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長
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【
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

梅
山　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　

発
行
責
任
者　

黒
木　

正
照

　

令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
は
、
熊

本
県
を
中
心
に
九
州
中
部
地
方
、

東
北
地
方
を
は
じ
め
、
広
範
囲
な

地
域
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
7
月

豪
雨
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
常

生
活
が
一
変
し
た
こ
と
に
恐
怖
と

不
安
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

多
く
の
知
人
や
友
人
、
親
類
か
ら

の
安
否
の
連
絡
や
励
ま
し
の
声
、

ま
た
、
県
内
外
や
全
国
か
ら
届
く

多
く
の
物
資
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
支
援
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
は
、
自
然
の
力
に
も
負
け
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員　

一
同

旬 の 行 事旬 の 行 事

緒方教育長初答弁（６月定例会）

新村橋の被災状況（７月４日）

豪雨災害についての全員協議会（７月15日）

吉松村長所信表明（第2回臨時会）

柳瀬西村の被災状況（７月４日）

永江内水排水路現場視察（６月23日）


